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2.  学会発表 
① 肥満により脂肪組織に誘導される膜蛋白

Gpnmb の脂肪肝炎抑制効果 片山晶博、和
田淳、中司敦子、江口潤、村上和敏、勅使川
原 早苗、樋口千草、布上朋和、天田雅文、
肥田 和之、槇野博史 第 57回本糖尿病学会
総会（大阪）平成 26年 5月 22日 
② 2 型糖尿病マウスにおける SGLT2 阻害薬ダ
パグリフロジンの腎保護効果の検討 小川

大輔、寺見直人、畑中崇志、橘洋美、江口潤、
中司敦子、和田淳、槇野博史 第 57回本糖
尿病学会総会（大阪）平成 26年 5月 22日 
③ エクソーム解析を行った若年発症糖尿病の

1例 布上朋和、江口潤、天田雅文、和田淳、
四方賢一、槇野博史 第 57回本糖尿病学会
総会（大阪）平成 26年 5月 23日 
④ 糖尿病腎症第1期および第2期における腎機
能低下要因の解析 小比賀美香子、四方賢一、
小野哲一郎、小寺亮、江口潤、廣田大昌、村
上和敏、中司敦子、小川大輔、和田淳、片岡 
仁美、槇野博史 第 57 回本糖尿病学会総会
（大阪）平成 26年 5月 24日 
⑤ ACAM（adipocyte adhesion molecule）/CLMP
の一次繊毛機能を介した脂肪細胞分化と肥
満症における意義 村上和敏、和田淳、佐藤 
美和、江口潤、布上朋和、片山晶博、中司敦
子、小川大輔、四方賢一、槇野博史 第 57
回本糖尿病学会総会（大阪）平成 26年 5月
24日 
⑥ メタボリックシンドロームにおける

phosphatidylethanolamine N-methyltransferase
（PEMT）の意義 中司 敦子、和田 淳、村
上 和敏、勅使川原 早苗、片山 晶博、渡邊 真
由、樋口 千草、天田 雅文、布上 朋和、江
口 潤、小川 大輔、槇野 博史 第 57回本糖
尿病学会総会（大阪）平成 26年 5月 24日 
⑦ ワークショップ２ 動物モデルを用いた

NASH病態解析 脂肪肝炎における Pemtの
意義 中司敦子、松山誠、村上和敏、勅使川
原早苗、江口潤、小川大輔、高木章乃夫、福
島正樹、山本和秀、槇野博史、和田淳 第１
回肝臓と糖尿病・代謝研究会（東京）平成
26年 7月 4日 
⑧ 早期糖尿病性腎症患者における尿中 TFF3 

(Urinary Trefoil Factor 3)と尿中アルブミンの
関連についての検討 寺見直人、小川大輔、
山成俊夫、杉山斉、畑中崇志、和田淳、四方
賢一、西井尚子、槇野博史 第 57回日本腎
臓学会総会（横浜）平成 26年 7月 4日 
⑨ 顕性蛋白尿期の 2 型糖尿病患者におけるア
ルダクトンの蛋白尿減少効果 加藤佐和子、
丸山彰一、槇野博史、和田淳、宇津貴、荒木
久澄、古家大祐、金崎啓造、西山成、今井圓
裕、安藤昌彦 第 57回日本腎臓学会総会（横
浜）平成 26年 7月 5日 
⑩ ワークショップ２ネフローゼ症候群を呈す
る疾患の最新の診断・治療 レクチンマイク
ロアレイによる糖尿病性腎症の新規バイオ
マーカーの同定 和田淳、勅使河原早苗、中
司敦子、江口潤 第 44回日本腎臓学会西部
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学術集会（神戸）平成 26年 10月 3日 
⑪ 早期糖尿病性腎症におけるバイオマーカー
としての尿中 TFF (Trefoil factor)の検討 寺
見直人、小川大輔、畑中崇志、山成俊夫、杉
山斉、四方賢一、槇野博史、和田淳 日本糖
尿病学会中国四国地方会第 52回総会（広島）
平成 26年 10月 24日 
⑫ メタボリックシンドロームにおける脂肪組
織と骨格筋の機能異常を制御する新規因子
の探索 天田雅文、江口潤、柴田祐助、布上
朋和、片山晶博、勅使河原早苗、村上和敏、
中司敦子、和田淳 第 35回日本肥満学会（宮
崎）平成 26年 10月 25日 
⑬ メタボリックシンドロームに伴う脂肪肝炎
と Pemtの意義 中司敦子、村上和敏、勅使

河原早苗、片山晶博、布上朋和、天田雅文、
山口哲史、江口潤、和田淳 第 35回日本肥
満学会（宮崎）平成 26年 10月 25日 
⑭ メタボリックシンドロームにおける

Galectin-9の意義 布上朋和、勅使河原早苗、
柴田祐助、天田雅文、片山晶博、村上和敏、
江口潤、中司敦子、和田淳 第 35回日本肥
満学会（宮崎）平成 26年 10月 25日 
⑮ 脂肪細胞における接着とアクチン重合を介
した ACAMの抗肥満作用 村上和敏、江口
潤、中司敦子、和田淳 第 35回日本肥満学
会（宮崎）平成 26年 10月 25日 
 
 

 
 
 


